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第１章 本戦略の位置づけ 

 

１ 本戦略策定の趣旨 

本県は、全国と比べて生産額、就業人口とも第２次産業の割合が高く、医薬品などの

化学やアルミなどの金属、機械、電子部品を中心に日本海側屈指の工業集積を形成し発

展してきており、ものづくり産業が本県経済の基軸となっている。 

これまで、2019（平成 31）年３月に策定した「新・富山県ものづくり産業未来戦略」

（以下、「旧戦略」という。）に基づき、県立試験研究機関の充実した設備、産学官連

携・企業間連携によるコンソーシアムなどの推進基盤が確立されている強みを活かし、

産学官の連携・協力のもと医薬・バイオ、医薬工連携、航空機、ヘルスケア、次世代自

動車、ロボット、環境・エネルギーといった様々な成長産業の参入支援等に取り組んで

きたところである。 

今年度が計画期間の最終年度となるが、ものづくり産業が今後更に飛躍・発展して

いくためには、国際情勢の急激な流動化や生産年齢人口の減少など、ものづくり産業を

取り巻く環境の変化に的確に対応していかなければならない。 

また、カーボンニュートラルやサーキュラーエコノミー（循環経済）の構築といっ

た、新たな環境・社会価値の創出が求められる中、本県のものづくり企業が、こうした

新たな価値の創出に向けて積極的な投資を行い、その効果を県全体に波及させながら、

持続的な成長を実現することが、本県の経済発展の原動力となると考えられる。 

このため、国のＧＸ投資に関する施策動向や、サーキュラーエコノミー関連市場の

成長も見据え、これまでの戦略の取組みを見直すものである。 

   なお、この戦略の推進は県がＳＤＧｓの推進において目指す「環日本海地域をリー

ドする『環境・エネルギー先端県とやま』」の実現にも寄与するものである。 

 

２ 性格と役割    

本戦略は、県内のものづくり産業の更なる発展に向けて競争力強化を効果的に進め

るための短中期的な本県産業振興施策へ反映させる指針として位置づけ、産学官金の

連携と協力のもとに進めていくものとする。 

 

３ 計画期間  

2024（令和６）年度から 2030（令和 12）年度まで 
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  ※ただし、ものづくり技術の動向や環境の変化を踏まえ柔軟に見直しを検討 

  

４ 計画の実行性の確保 

  計画・実行・評価・改善のＰＤＣＡサイクルによるマネジメントシステムを導入し、

政策目標の達成状況の継続的な検証や経済社会情勢の変化や動向等により、必要に応じ

た施策の見直しを図り計画の実行性を確保する。 

 

【参考】旧戦略における主な取組みについて 

１ とやま成長産業創造プロジェクトの推進 

県内企業の独自技術、大学、県立試験研究機関の技術シーズや充実した設備、医薬・

バイオ分野やアルミ分野のコンソーシアム等の推進基盤が確立されている強みを活かし、

成長産業分野での新たな技術・製品開発を目指す。 

（１）医薬・バイオ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）医薬工連携 
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（３）次世代自動車 

 

 

 

（４）航空機産業 

 

 

 

 

 

 

（５）ロボット 

 

 

 

 

 

（６）環境・エネルギー 
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（７）ヘルスケア 

 

 

 

 

 

 

２ 分野横断的なイノベーション手法による新たな付加価値や新事業の創出 

（１）オープンイノベーションの推進 
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（２）コネクティッド富山の推進 

（３）デザインによる高付加価値化 
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（４）とやまイノベーション推進会議の設置 

 

３ ものづくり人材の育成・確保 

（１）ＩｏＴ等の先端技術を活用できる高度技術人材の育成・確保 

（２）リカレント教育、職業能力開発の充実 
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（３）移住・ＵＩＪターン、Ｔターンの促進 

（４）女性・高齢者など多様な人材の活躍推進 

（５）グローバル人材の活躍 
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４ 北陸新幹線等を活かした成長産業の集積を促す企業誘致、県内企業の販路開拓 

（１）成長分野の企業、本社機能・研究開発拠点等の誘致 

（２）販路開拓、ものづくり技術の発信 

 

５ アジア等の海外展開への支援 

 

６ 中小・小規模企業に対する総合的支援 

（１）ＩｏＴ等の導入支援 

 

H22～R5にかけて７回開催 

125件（R6.2月末現在） 

35件（R6.2月末現在） 
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（２）技術等のある企業の事業承継支援 

（３）創業・ベンチャー支援 

（４）県と（公財）富山県新世紀産業機構が一体となった総合的支援 

 


